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年 月 日 （ 火 ）

Ａ VS Ｂ

－

スローオフ －

－ 背番 結果 得点 得点 結果 背番 背番 結果 得点 得点 結果 背番

－ 前　 半 12 57 21 5

00 37 1 6 11 24 13 27

－ 7 1 01 29 13 50 22 5

02 38 2 17 15 22 23 8

No. Ｇ W 2' D DR 11 2 03 56 16 09 24 6

1 04 35 3 3 T 17 02

2 5 3 3 04 41 17 49 25 4

3 7 5 4 06 17 19 13 26 17

4 06 59 4 ○ 8 10 25 19 39

5 1 08 57 5 8 20 03 27 3

6 2 5 09 25 11 26 20 18

7 2 12 05 6 17 21 07 28 7

8 4 3 6 12 56 11 27 21 31

9 1 13 28 7 5 10 28 22 11

10 3 11 7 14 27 22 45 29 19

11 c 8 1 14 56 8 5 23 31 30 7

13 15 01 S 5 23 44 31 5

14 1 8 8 16 40 25 24 32 17

16 2 9 18 10 T 25 34

10 10 18 47 7 29 26 31

19 19 9 17 27 00 33 8

3 ○ 11 19 25 S 6 3 30 27 15

9 12 20 24 27 51 34 3

20 25 T 3 31 28 06

20 51 10 5 28 13 T

8 13 21 08 28 23 35 17

No. Ｇ W 2' D DR 21 36 11 17 2 32 29 43

1 22 11 12 5 試合終了

3 3 8 14 22 27

4 2 11 S 23 49 × 8

5 9 1 23 52 13 8

6 3 1 3 15 24 48

7 3 25 09 14 7

8 c 6 T 26 23

11 3 ○ 16 26 51 S 19

15 11 17 28 01

16 29 38 15 19

17 7 後　 半

19 2 1 01 29 16 5

20 2 18 03 02

21 03 39 17 8

14 19 04 12

04 23 18 6

11 20 05 16

05 51 19 5 特記事項

11 21 06 29

8 ○ 22 07 45

2 23 09 03

09 08 T

09 43 × 8

11 32 20 4
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松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会
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35 大阪体育大学浪商高等学校 男子 準々決勝
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大会名

大体大浪商

神戸国際大学附属高等学校
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Ref

役員C

監督A

役員C

役員B

監督A

石原　幸樹

(公財 )日本ハンドボール協会

永春　文義

野本　　孝

瀬良　研一

芝　　高徳

蟻川　武司

神戸国際

大西　和真

佐孝　明澄

林　輝樹

柴村　春輝

荒川　祐哉

水野　舜斗

岡本　愛斗

吉川　陽貴

澤田　悠大

髙橋　素晴

藤生　大地

梶原　佑一郎

久保　大樹

大体大浪商

市原　太基

髙橋　裕稀

大砂　佑真

小門　聖昌

門田　晃季

和田　拓馬

井上　凜太朗

市原　駿太

竹下　颯斗

勝村　海生

西村　直将

田代　稔

尾上　悠利

橘　光太郎

野中　洸希

鈴木　昊紀

井手　琴音

徳永　昌亮

山本　智章
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戦　　　　　　　　評

　互いに堅守速攻が持ち味の関西勢同士の対決。立ち上がり帰陣が早く簡単には速

攻を許さず一進一退の攻防が続く。神戸国際は⑦水野、⑪髙橋、③林、⑤荒川、②

佐孝がシュートを決め、⑯GK久保のキーピングも冴える。大体浪商は⑧竹下と⑥井

上のコンビプレイ、⑰尾上のディスタンスシュート、③小門のサイドシュートで応

戦。同点の時間帯が続き、互いに譲らない。15分に退場者を出してしまった大体大

浪商の得点テンポが少し崩れた間に、神戸国際は⑧岡本、⑩澤田、⑨吉川らが得点

を挙げる。大体大浪商は①GK大砂がピンチを救い、⑤和田、⑲橘らが得点を挙げた

が、神戸国際が2点リードで折り返す。「我慢して乗り切ろう」と後半に入った大

体浪商は必死に足を動かしてゴールを死守し、果敢に攻め込む。神戸国際のGK⑯久

保、①大西のセーブに苦しみながらも少しずつ点差を縮めていく。16分⑥井上が

LWからサイドシュートを決め同点とし、神戸国際はチームタイムアウトを取る。

それでも大体浪商の勢いは止まらず、④門田、⑦市原らがゴールネットを揺らして

3点リードとし、そのまま32対35で勝利した。敗れはしたが「楽しもう」と笑顔を

絶やさず戦った神戸国際は爽やかな印象を残した。

記載者氏名 村上純也

得点合計

17 前　　半 15

2 日

種　　別 男子

チーム名

神戸国際大学付属高等学校（兵庫）

32
第１延長前半

回　　戦 準々決勝

チーム名

大阪体育大学浪商高等学校（大阪）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 火 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試　合　結　果　・　戦　評　報　告　書
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小　計 得点合計

35
後　　半 20

小　計

第２延長後半

15

第１延長後半

第２延長前半
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